


ものは見られるが,バ ラツキもはなはだ大きかっ

た。

従来の形態分類は渦巻腕の見かけの形に重点が

置かれている。バラツキの大きな相関図を何枚も

見るうちに素朴な疑間が湧いてきた。「形態分類

を基にして銀河の形成,進化,構造を解明できる

のだろうかJこ れが,私をはじめ銀河の観演1研究

に取 り組みはじめたばかりの,東京大学の銀河グ

ループの研究の出発点となった。1970年 代半ばの

ことであった。当時渦巻腕に関する密度波理論が

ほぼ完成され,渦巻腕は銀河円盤に立つさざ波で

あることがわかってきた。僅かなポテンシャルの

ゆらぎにガスが捕えられ集中的に星が生れるので,

青色波長域で見るとくっきりした渦巻模様となる

のである。つまり,渦巻腕は際立って見えるが
,

いわばクリスマスケーキの上にお、りかけられたク

リームと砂糖のようなもので,銀河の基本構造の

指標には適さない。

旧東京天文台ではこの頃,世界第 4位の口径を

有する105セ ンチシュミット望遠鏡を,銀河観測

に適 した夜空の暗い木曽観浪1所に建設中であった。

木曽観測所は1974年 10月 に開所 し,シュミット望

遠鏡は 3年間の試験観測の後78年 4月 より本観測

に入った。私はちょうどこの本観測開始時に助手

として採用され,以来10年あまりにわたって,山

深い木曽の地でシュミットとそして銀河とのつき

合いを続けている。

我々はまず,見かけの形態を一亘捨象 して,銀

河を明るさ,大 きさ,平均面輝度,光の中心集中

度などの単純な物理量で表現 し,それ らの量に基

づ く定量分類の試みをはじめた。一番問題であっ

たのは,統計的解析に耐え得るような,多数の銀

河の均質な観測データがないことであった。 3年

間の観測を行って我々は,お とめ座及びおおくま

座の銀河団中の 200個 あまりの銀河のデータを得

ることができた。木曽シュミットは全国の研究者

によって共同利用され, 3ケ月毎に観漫1プ ログラ

ムが組まれる。多くても1チ ームに月 5夜程度の

割当てしかない。対象とする銀河団が観測できる

のは 2月 ～ 4月 のほぼ 3ケ 月間しかないし,害1当

てられた夜がすべて晴れる訳でもない。 3年間の

観浪1と いっても実際に観測できる夜は僅かなので

ある。

このデータを解析することによって,銀河を記

述する物理量は概略 2個で良いこと,力学的な量

と測光学的な量の間に強い相関があるので,測光

学的な量のみで議論 しても大筋は見失なわないこ

と,形態分類で言う楕円銀河,渦巻銀河,矮小銀

河は物理量の空間で 3つの異なる系列をなすこと

などいくつかの興味深い「発見」をした。個々の

発見のなかには既に指摘されていたものもあった

が,主成分解析法に基づいて体系的な理解を可能

にしたのは我々が初めてであった。 こうして我々

は,銀河形成論が進歩 した暁にそれと直接比較検

討 し得るような,銀河の定量分類体系への足がか

りをつかんだ。

1980年 代は銀河形成論,観測的宇宙論にとって

一大転機であった。宇宙における銀河分布に見 ら

れる50 Mpc(1億 5千万光年)も のスケールの泡

状構造,恐 らくそれに起因する宇宙膨張からのズ

レの速度,見えている物質の10倍以上あるかも知

れないダークマター (暗黒物質)な ど大発見があ

いついだ。銀河形成論は,孤立系としての銀河の

形成ではなく,多量のダークマターの支配下で ,

銀河のみならず大規模な泡状構造も説明しなけれ

ばならなくなったのである。

我々ももう少 し広いスケールにわたって銀河の

データを収集 し,定量分類体系を確立 して,銀河

の内部構造と宇宙の泡状構造の関連などを明らか

にしたいと考えはじめた。幸い1984年 から5年間 ,

文部省科研費 (特別推進研究 :代表者小平桂一国

立天文台教授)をいただき,約 800個 の銀河の均

質なデータベースを完成させることができた。こ

れらの銀河はおとめ座,おおぐま座の銀河団を含

む局部超銀河団と呼ばれる集団 (半径約50 Mpc)

をなしている。データベースの印刷版は来年 2月

に東大出版会より,「Photometric Atlas of

Northern Bright Galaxies」 として出版される
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予定である。こ:④lデータの解断憶これから0楽t
み饉 る塾 定量分類体系の腱立減 れ是基づく
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